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の範囲に関する有識者調査  

Ⅰ．調査概要   
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調査概要  

介護保険制度の被保険者及び受給者の範囲の在り方について、各界  

1．調査の目的 有識者の意見を聴き、今後の介護保険制度について検討する際の基  

礎資料とする。  

2．調査対象  有識者  2，880名  

研究・教育、報道・評論、地方公共団体、高齢者団体、労働界、  

経済界、医療保険者、若年団体、障害者団体、介護サービ  

事業者、障害者サービス提供事業者  

3．調査時期  平成18年12月～平成19年1月  

4．調査方法  郵送による調査票の発送・回収  

5．回収状況  有効回答数1，411名（有効回答率 49．0％）  

6．回答有識者の属性  

（1）男女構成   



介言酎呆険制度の被保険者・受給者  

の範囲に関する有識者調査  

（2）年齢構成  

F2 年齢  

（全休）  

10  20  30  40  

（射  

20歳代  

30歳代  

40歳代  

50歳代  

60歳～64歳  

65歳～69歳  

了0歳～了4歳   

75歳以上  

無回答  

（3）職望構成  

F3 職業  

（全体）  

10  

く％）  

30  

研究・教育  
報道・評論  

都道府県関係者  

市町村関係者（保険者）  

企業一経済団体  

労働団体  

医療保険関係者  

介護・医療等サービス団体、事業者  

障害者サービス団体、事業者  

高齢者団体  

障害者団体  

若年（青年）団体  

その他  

無回答  

（4）居住地域（都市規模）別  
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